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① 我が国におけるコメの状況

3



4

◯ コメの国内生産（稲作と水田）は、我が国の食料安全保障、食生活、農業・農村、国土・環境などに不可
欠のもの。日本人の歴史・文化とも密接な関係。

○ 我が国の食料自給率（令和２年度） ○ 我が国におけるコメの重要性

・農産物市場の開放と食料の輸入依存が進む中で、コメは100％近い自給
率を維持。
・コメは、先進国の中で最低レベルである我が国の食料自給率を支える、食
料安全保障の要。

・ 国民の主食であり、食文化の基礎
〔国産米は品質も高く、日本人の嗜好に最適。ご飯、
おむすび、寿司などの他、もち、和菓子（例．団子、白
玉）、米菓（例．せんべい、あられ）、日本酒などの原
材料。祝事や年中行事には赤飯、鏡餅、柏餅など。〕

・ 農業生産・農村経済の中核
〔農業生産額の約２割がコメ(R元)。全耕作地の半分
以上が田(R2)。全農業経営体の７割が稲作(R2)。〕

・ 稲作や水田の有する多面的機能
〔国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全、良
好な景観の形成、文化の伝承など、農村で農業生産
活動が行われることにより生ずる、食料などの供給の
機能以外の多面にわたる機能のこと（食料・農業・農
村基本法第３条）。〕

・ 日本人の歴史や文化と密接な関係
〔稲作の始まりにより社会（ムラ）・国家（クニ）が成立。
江戸時代の各藩はコメの生産量で表され（石高制）、
税もコメ（年貢）。豊作への感謝と祈りが、祭りの起源。
稲作での共同作業は、日本の組織文化の基礎。〕

（参考）品目別供給熱量自給率

カロリーベース 生産額ベース

令和元年度

令和２年度 37％ 67％

38％ 66％

我が国におけるコメ

コメ 小麦 大豆 野菜 果実

98% 15% 21% 76% 31%

畜産物 砂糖類 油脂類 魚介類 その他

16% 36% 3% 51% 23%
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38年産

(1281)

42年産

（1445）

43年産

（1445）

46年産

（1089）

50年産

（1317）
52年産

（1310）

55年産

（975）

59年産

（1188）
61年産

（1165）

63年産

（993） 3年産

（960）

5年産

（783）

6年産

(1198)

10年産
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15年産
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25年産
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30年産
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政府米在庫量

総需要量

生産量

(万トン)

政府米在庫量

余剰

余剰

○第２次（Ｓ54～58）過剰米処理
・処分数量：約600万㌧
・総損失額：約２兆円

○第１次（Ｓ46～49）過剰米処理
・処分数量：約740万㌧
（Ｓ43～45の過剰処理分含む）

・総損失額：約１兆円

コメの全体需給の動向（昭和35年～）

（年）

（作況指数）

注１．政府米在庫量は、外国産米を除いた数量である。
２．政府米在庫量は、各年10月末現在である｡ただし、平成15年以降は各年６月末現在である。
３．平成12年10月末の政府米在庫量は、「平成12年緊急総合米対策」による援助用隔離等を除いた数量である。
４．総需要量は、「食料需給表」（４月～３月）における国内消費仕向量（陸稲を含み、主食用（米菓・米穀粉を含む）のほか、飼料用、加工用等の数量）である。ただし、平成５年以降は国内消費仕向量のうち国産米のみの数量である｡
５．生産量は、「作物統計」における水稲と陸稲の収穫量の合計である。
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16,501

14,341

11,967

13,175
14,307

15,595
15,688

15,716

14,529

12,957

10,000
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22,000
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650

700
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800
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H8/9 H12/13 17/18 22/23 27/28 R2/3

禁煙

近年は▲８万㌧／年程度

禁 煙最近は▲10万㌧／年程度

○ 主食用米の全国ベースの需要量は一貫して減少傾向にある。最近は人口減少等を背景に年10万トン
程度に減少幅が拡大。

○ 米の販売価格は長期的に低下傾向で推移。近年は堅調に推移していたが、令和２年産米、令和３年
産米の平均は、前年を下回って推移。

【主食用米の需要量の推移】 【米の販売価格の推移】

資料：（財）全国米穀取引・価格形成センター入札結果、農林水産省「米穀の取引に関する報告」
注１：平成２～17年産までは（財）全国米穀取引・価格形成センター入札結果を元に作成。
注２：平成18年産以降は出回り～翌年10月（令和３年産は令和４年１月）までの相対取引価格の

平均値 （令和３年産は速報値）。
注３：センター価格は、銘柄ごとの落札数量で加重平均した価格であり、相対取引価格は、銘柄ごとの

前年産検査数量ウェイトで加重平均した価格である。

（円/60kg）

（年産）

米の需要量及び販売価格の動向

（万トン）

（年）
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米の用途別・年産別面積の推移

（単位：万ha）

生産量
（万トン）

飼料用
WCS
稲発酵

粗飼料稲

米粉用
新市場
開拓用

（輸出用米等）

酒造用 その他

H20 159.6 866 2.7 1.2 0.1 0.9 0.0 0.0 － 0.2

H21 159.2 831 2.6 1.8 0.4 1.0 0.2 0.0 － 0.1

H22 158.0 824 3.9 3.7 1.5 1.6 0.5 0.0 － 0.1

H23 152.6 813 1.2 2.8 6.6 3.4 2.3 0.7 0.0 － 0.1

H24 152.4 821 1.5 3.3 6.8 3.5 2.6 0.6 0.0 － 0.1

H25 152.2 818 3.3 3.8 5.4 2.2 2.7 0.4 0.1 － 0.1

H26 147.4 788 4.5 4.9 7.1 3.4 3.1 0.3 0.1 0.1 0.1

H27 140.6 744 4.5 4.7 12.5 8.0 3.8 0.4 0.2 0.1 0.0

H28 138.1 750 4.0 5.1 13.9 9.1 4.1 0.3 0.1 0.1 0.0

H29 137.0 731 3.5 5.2 14.3 9.2 4.3 0.5 0.1 0.1 0.0

H30 138.6 733 2.2 5.1 13.1 8.0 4.3 0.5 0.4 － 0.0

R元 137.9 726 3.3 4.7 12.4 7.3 4.2 0.5 0.4 － 0.0

R2 136.6 723 3.7 4.5 12.6 7.1 4.3 0.6 0.6 － 0.0

R3 130.3 700 3.6 4.8 17.5 11.6 4.4 0.8 0.7 － 0.0

注１ 主食用米：統計部公表値。備蓄米：地域農業再生協議会が把握した面積。加工用米及び新規需要米：取組計画認定面積。

注2 新規需要米の「酒造用」については、「需要に応じた生産・販売の推進に関する要領」に基づき生産数量目標の枠外で生産された玄米であり、

平成30年産以降は取りまとめていない。

注3 ラウンドの関係で、新規需要米の合計と内訳は合わない場合がある。

加工用米
新規

需要米
備蓄米主食用米

H22年産

までは、

主食用米
として生産

用途

年産
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令和３年産の水田における作付状況

【主食用米及び戦略作物等の作付状況】

・ 全国の主食用米の作付面積については、前年実績（136.6万ha）から6.3万ha減少（▲4.6%）し、130.3万ha
となった。

・ また、戦略作物等については、飼料用米、加工用米、米粉用米、麦等が前年より増加した。

注１：加工用米及び新規需要米（米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ、新市場開拓用米）は取組計画の認定面積。
注２：備蓄米は、地域農業再生協議会が把握した面積。
注３：その他は、飼料作物、そば、なたねの面積。
注４：麦、大豆、その他（基幹作のみ）は、地方農政局等が都道府県再生協議会等に聞き取った面積。
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令和３年産の水田における都道府県別の作付状況①

（ha）

前年産
（２年産）

増 減

① ② ①－②

全国計 130.3万 136.6万 ▲6.3万 47,641     115,744   44,248     7,632 6,748      124         101,760   85,484     72,917     28,210     752         36,435     

北海道 88,400 95,300 ▲ 6,900 6,178 6,513 620 72 1,066 - 35,215 18,599 25,867 8,603 543 387 

青 森 34,200 38,300 ▲ 4,100 853 7,701 660 16 283 - 578 4,414 4,883 1,227 10 6,360 

岩 手 46,200 48,200 ▲ 2,000 1,196 4,683 1,939 71 343 1 3,310 3,764 7,794 625 15 656 

宮 城 61,000 64,500 ▲ 3,500 581 8,076 2,244 150 748 1 1,892 9,175 5,363 447 1 2,130 

秋 田 71,400 75,300 ▲ 3,900 8,855 3,903 1,106 425 296 2 170 8,139 2,150 3,181 12 3,723 

山 形 54,900 56,500 ▲ 1,600 3,876 4,628 966 112 285 3 73 4,413 2,784 4,591 5 3,728 

福 島 54,700 59,200 ▲ 4,500 397 10,038 1,031 7 38 1 273 711 1,692 1,794 51 5,335 

茨 城 61,400 65,500 ▲ 4,100 1,135 11,760 571 43 441 3 4,298 423 491 339 4 453 

栃 木 50,600 54,900 ▲ 4,300 1,512 12,482 1,769 1,099 93 4 6,866 343 2,927 1,077 1 1,485 

群 馬 13,000 13,600 ▲ 600 1,350 1,321 539 369 4 - 1,913 102 185 34 2 152 

埼 玉 28,800 30,600 ▲ 1,800 118 2,910 116 912 41 - 1,856 341 121 44 3 94 

千 葉 48,100 52,500 ▲ 4,400 1,499 8,190 995 84 13 - 477 281 350 7 1 922 

東 京 120 124 ▲ 4 - - - - - - - - - - - - 

神奈川 2,920 2,990 ▲ 70 - 10 0 - - - 4 6 6 1 - - 

新 潟 101,800 106,700 ▲ 4,900 7,097 3,768 400 2,145 1,497 0 139 3,745 297 776 - 4,529 

富 山 32,200 33,200 ▲ 1,000 1,215 1,952 453 178 416 - 2,999 3,446 273 229 15 2,271 

石 川 21,400 22,600 ▲ 1,200 386 1,389 99 350 81 - 927 896 26 144 0 1,486 

福 井 22,500 23,300 ▲ 800 348 1,490 97 196 156 - 4,732 114 44 485 - 1,251 

山 梨 4,760 4,800 ▲ 40 76 18 15 12 - - 57 98 26 110 0 - 

長 野 30,400 30,700 ▲ 300 615 362 215 18 158 - 2,385 534 531 2,263 0 233 

岐 阜 20,700 21,400 ▲ 700 616 3,009 208 48 73 - 3,445 378 611 268 - 92 

静 岡 15,200 15,400 ▲ 200 140 1,075 297 2 1 - 256 45 40 32 - 4 

愛 知 25,800 26,400 ▲ 600 421 2,086 156 53 37 0 5,317 95 129 5 9 166 

三 重 25,900 26,700 ▲ 800 197 2,043 268 91 37 - 6,693 316 119 12 16 53 

※１　主食用米は統計部公表の都道府県別の主食用米面積。

※２　加工用米及び新規需要米は取組計画の認定面積で、備蓄米は地域農業再生協議会が把握した面積。

※３　麦、大豆、飼料作物、そば、なたねは地方農政局等が都道府県農業再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。

備蓄米
大 豆麦

都道
府県

その他
新市場

開拓用米
（輸出用米等）

米粉用米
ＷＣＳ
稲発酵

粗飼料用稲
飼料用米

【参 考】 新規需要米

そ ば飼料作物
主食用米

戦略作物等

加工用米 なたね
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前年産
（２年産）

増 減

① ② ①－②

滋 賀 28,900 29,700 ▲ 800 644 1,681 277 58 203 - 7,462 468 159 114 20 268 

京 都 13,600 13,800 ▲ 200 562 101 120 9 15 - 256 241 56 110 - - 

大 阪 4,620 4,700 ▲ 80 0 6 - 5 - 0 3 6 1 0 - - 

兵 庫 34,100 34,800 ▲ 700 726 554 866 34 163 5 1,751 1,833 794 152 13 - 

奈 良 8,400 8,430 ▲ 30 19 34 40 30 0 - 62 25 4 0 0 - 

和歌山 6,100 6,250 ▲ 150 - 2 2 1 - - 3 13 4 2 - - 

鳥 取 12,400 12,800 ▲ 400 24 707 338 1 5 0 23 599 784 308 2 79 

島 根 16,500 16,800 ▲ 300 303 779 569 9 2 1 263 575 436 315 3 25 

岡 山 27,900 28,900 ▲ 1,000 316 1,730 346 124 126 - 1,260 1,102 877 112 0 181 

広 島 21,700 22,000 ▲ 300 320 424 585 124 21 0 309 232 934 257 - 4 

山 口 17,400 17,800 ▲ 400 971 978 313 38 2 1 740 750 897 49 0 - 

徳 島 9,980 10,700 ▲ 720 20 881 217 11 41 - 56 9 93 2 - 244 

香 川 11,300 11,600 ▲ 300 38 139 142 7 1 - 1,138 54 123 15 1 - 

愛 媛 13,200 13,300 ▲ 100 43 271 159 2 - - 514 315 220 3 - - 

高 知 11,000 11,200 ▲ 200 68 991 263 17 - - 4 59 125 1 - 2 

福 岡 34,100 34,400 ▲ 300 228 2,192 1,657 327 8 - 1,583 7,830 407 46 3 16 

佐 賀 22,800 23,400 ▲ 600 383 730 1,700 29 4 0 948 6,929 367 14 2 44 

長 崎 10,800 11,000 ▲ 200 10 112 1,307 5 3 - 70 295 1,891 42 2 - 

熊 本 31,200 32,300 ▲ 1,100 757 1,295 7,994 300 21 71 775 2,051 2,150 183 9 45 

大 分 19,400 20,000 ▲ 600 136 1,565 2,432 15 - - 579 1,242 974 83 5 19 

宮 崎 13,900 14,300 ▲ 400 1,926 486 6,700 16 26 28 18 204 2,788 41 0 - 

鹿児島 17,100 17,800 ▲ 700 1,451 679 3,451 11 1 2 67 272 2,102 67 2 - 

沖 縄 623 630 ▲ 7 37 - 5 7 - - - - 20 - - - 

※１　主食用米は統計部公表の都道府県別の主食用米面積。

※２　加工用米及び新規需要米は取組計画の認定面積で、備蓄米は地域農業再生協議会が把握した面積。

※３　麦、大豆、飼料作物、そば、なたねは地方農政局等が都道府県農業再生協議会等に聞き取った面積（基幹作）。

備蓄米
都道
府県

主食用米

戦略作物等

【参 考】

加工用米

新規需要米

麦 大 豆 飼料作物 そ ば なたね新市場
開拓用米

（輸出用米等）

飼料用米
ＷＣＳ
稲発酵

粗飼料用稲
米粉用米 その他

令和３年産の水田における都道府県別の作付状況②
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米の流通経路別流通量の状況

資料：農林水産省「作物統計」、「生産者の米穀在庫等調査」、「農林業センサス」、
「米穀の取引に関する報告」及び全国出荷団体調べ等を基に推計。

注１：集出荷業者には、全集連系を含む（ＪＡ等への出荷量333万トンのうち22万トンが全集連系）。
注２：「卸・小売等」には、加工事業者等を含む。
注３：ラウンドの関係で、計と内訳が一致しない場合がある。

農家消費（無償譲渡を含む。）

消

費

者

生

産

者

全
国
集
出
荷
団
体
等

集
出
荷
業
者

卸
・
小
売
等

（776）

＜主食用うるち米＞

加工用米等、もち米等（集荷業者を通じて実需者に販売）

＜その他＞

248

78

農家直売等

（無償譲渡）

72

333

248

85

247

124

161

中
食
・
外

食
事
業
者

（参考）入手経路別の購入割合（複数回答）

対前年比
スーパーマーケット 49.8％（▲0.3％）
その他の小売店 21.9％（＋2.0％）
産地直売所 1.1％（＋0.1％）
インターネット 9.7％（＋1.6％）
生産者から直接購入 5.0％（▲0.9％）
無償譲渡 15.2％（▲2.6％）

※ 米穀安定供給確保支援機構調べを元に農林水産省で算出（令和２
年４月から令和３年３月の年平均）

6

76

（単位：万トン（２年産米））

2

10
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【出荷・販売段階】 （単位：万トン）

年産

16 636 72.9% 390 44.7% 350 40.1% 40 4.6% 20 2.3% 7 0.8% 12 1.4% 226 25.9%

17 653 72.1% 405 44.7% 352 38.9% 53 5.8% 22 2.4% 8 0.9% 13 1.4% 226 24.9%

18 631 73.8% 384 44.9% 320 37.4% 64 7.5% 21 2.5% 9 1.1% 13 1.5% 227 26.5%

19 632 72.6% 378 43.4% 308 35.4% 70 8.0% 21 2.4% 9 1.0% 13 1.5% 232 26.6%

20 636 72.1% 390 44.2% 303 34.4% 87 9.9% 21 2.4% 8 0.9% 14 1.6% 224 25.4%

21 624 73.7% 372 43.9% 294 34.7% 78 9.2% 22 2.6% 7 0.8% 15 1.8% 230 27.2%

22 594 70.0% 369 43.5% 285 33.6% 84 9.9% 21 2.5% 6 0.7% 15 1.8% 203 24.0%

23 604 71.9% 351 41.8% 266 31.7% 85 10.1% 21 2.5% 6 0.8% 15 1.8% 232 27.6%

24 616 72.3% 352 41.3% 273 32.1% 79 9.3% 21 2.4% 6 0.7% 15 1.8% 243 28.6%

25 626 72.8% 373 43.4% 293 34.0% 81 9.4% 22 2.6% 7 0.8% 15 1.8% 231 26.8%

26 616 73.1% 369 43.7% 285 33.8% 84 10.0% 24 2.8% 9 1.0% 15 1.8% 223 26.5%

27 579 72.5% 344 43.1% 258 32.3% 86 10.7% 22 2.7% 7 0.9% 14 1.8% 213 26.7%

28 582 72.3% 338 42.1% 252 31.3% 86 10.8% 22 2.7% 6 0.8% 16 1.9% 221 27.5%

29 569 72.8% 315 40.3% 234 29.9% 81 10.4% 20 2.6% 5 0.7% 15 1.9% 234 29.9%

30 576 74.0% 298 38.4% 219 28.1% 80 10.2% 19 2.4% 5 0.6% 13 1.7% 259 33.3%

元 577 74.3% 308 39.7% 231 29.7% 77 10.0% 21 2.7% 6 0.8% 14 1.9% 247 31.9%

2 580 74.7% 312 40.1% 241 31.1% 70 9.1% 22 2.8% 6 0.8% 15 1.9% 247 31.8%

出荷・販売
全集連系業者農協 生産者

直接販売等販売委託 直販 販売委託 直販

【生産段階】 （単位：万トン）

年産 加工用米等 もち米 減耗

16 872 100.0% 636 72.9% 180 20.6% 56 6.4% 12 1.4% 27 3.1% 17 1.9%

17 906 100.0% 653 72.1% 183 20.2% 62 6.8% 13 1.4% 31 3.4% 18 2.0%

18 855 100.0% 631 73.8% 165 19.3% 59 6.9% 15 1.8% 27 3.2% 17 2.0%

19 871 100.0% 632 72.6% 174 20.0% 65 7.5% 17 2.0% 31 3.6% 17 2.0%

20 882 100.0% 636 72.1% 172 19.5% 64 7.3% 16 1.8% 30 3.4% 18 2.0%

21 847 100.0% 624 73.7% 161 19.0% 62 7.3% 16 1.9% 29 3.4% 17 2.0%

22 848 100.0% 594 70.0% 174 20.5% 71 8.3% 22 2.6% 32 3.8% 17 2.0%

23 840 100.0% 604 71.9% 170 20.2% 66 7.9% 16 2.0% 33 3.9% 17 2.0%

24 852 100.0% 616 72.3% 167 19.5% 69 8.1% 19 2.2% 33 3.9% 17 2.0%

25 860 100.0% 626 72.8% 165 19.2% 69 8.0% 21 2.4% 31 3.6% 17 2.0%

26 844 100.0% 616 73.1% 154 18.3% 73 8.7% 27 3.2% 30 3.5% 17 2.0%

27 799 100.0% 579 72.5% 146 18.3% 74 9.2% 25 3.1% 33 4.1% 16 2.0%

28 804 100.0% 582 72.3% 146 18.1% 77 9.6% 26 3.2% 35 4.4% 16 2.0%

29 782 100.0% 569 72.8% 139 17.7% 74 9.5% 26 3.3% 33 4.2% 16 2.0%

30 778 100.0% 576 74.0% 130 16.7% 73 9.3% 28 3.6% 29 3.7% 16 2.0%

元 776 100.0% 577 74.3% 129 16.6% 70 9.1% 27 3.4% 28 3.7% 16 2.0%

2 776 100.0% 580 74.7% 124 16.0% 72 9.3% 28 3.5% 29 3.8% 16 2.0%

生産量
出荷・販売 農家消費等 その他

資料：農林水産省「作物統計」、「生産者の米穀現在高等調査」（22年産以降は「生産者の米穀在庫等調査」）、「農林業センサス」、「米穀の取引に関する報告」及
び全国出荷団体調べ等を基に推計。

注：１）平成21年産までの推計に用いた「生産者の米穀現在高等調査」と22年産以降の推計に用いている「生産者の米穀在庫高等調査」では調査対象農家の定義が異なる

（前者は10ａ以上稲を作付（子実用）している農家、後者は販売目的の水稲の作付面積が10a以上の販売農家が対象）ことから、22年産から推計手法を変更している。
２）生産段階には、このほか、①集荷円滑化対策による区分出荷米（17年産8万トン、20年産米10万トン）、②品質低下に伴う歩留り減（22年産米10万トン）がある。
３）ラウンドの関係で、計と内訳が一致しない場合がある。

米の流通の状況（平成16～令和２年産米）

H

H

R

R
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1月 5月 9月

H26
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H30
1月 5月 9月

H31
1月

R1
5月 9月

R2
1月 5月 9月

R3
1月 5月 9月

米 パン めん類

資料：総務省「家計調査」家計収支編
(注１) 二人以上の世帯の数値である。 (注２) 平成25年から令和２年については年間の購入数量・対前年比、令和３年は月間の購入数量・対前年同月比である。 (注３) 米は精米ベースである。

（グラム）

（グラム）

家庭における１世帯当たりの米、パン、めん類の購入量の推移

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
２年

令和３年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

購入数量 75,170 73,050 69,510 68,740 67,270 65,750 62,200 64,530 3,920 4,120 4,990 4,810 4,880 4,730 4,320 5,090 6,260 7,420 5,120 5,220
前年比 95.4% 97.2% 95.2% 98.9% 97.9% 97.7% 94.6% 103.7% 111.4% 89.6% 90.1% 88.4% 95.5% 95.7% 88.2% 100.6% 88.9% 96.2% 97.5% 95.3%

購入数量 44,927 44,926 45,676 45,099 44,840 44,526 46,011 45,857 3,704 3,588 3,953 3,883 3,788 3,695 3,653 3,667 3,549 3,620 3,574 3,697
前年比 100.3% 100.0% 101.7% 98.7% 99.4% 99.3% 103.3% 99.7% 101.4% 94.7% 95.1% 96.2% 90.7% 96.9% 97.2% 101.4% 96.2% 97.3% 98.8% 96.9%

購入数量 35,560 35,176 34,753 34,192 33,934 33,867 33,169 38,021 3,050 2,633 2,895 2,998 3,242 3,077 3,386 3,249 2,603 2,842 2,861 3,405
前年比 99.3% 98.9% 98.8% 98.4% 99.2% 99.8% 97.9% 114.6% 116.0% 95.7% 85.6% 82.4% 90.6% 91.8% 99.1% 102.6% 93.4% 100.1% 100.6% 92.7%

月間

めん類

米

パン

年間
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